
再生プラスチック集約拠点構想（日本初の動静脈連携/「循環経済への移行」へ）
～地域循環共生圏（日本初の脱炭素化・SDGs構想）をベースとした再生プラスチック市場構築に向けた拠点構想～
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× ×「静脈産業構造」

我が国独自の

分別排出/回収、リサイクル

＝
再生プラスチック

市場構築
「装置産業・化学産業」

我が国が強みを有する

選別・洗浄・混錬・機能付与

「ものづくり産業」

我が国が世界に誇る

DfE、易解体、品質基準

• 高い国民意識による分別排出、地域に根差した回収ネットワーク及びリサイクラー 
これら我が国独自の静脈産業構造を強みとして活かす。

• 高い競争力を持つ装置産業や化学産業等の技術、ノウハウを国内循環産業向けに
再構築する。

• グローバルビジネスを牽引する我が国ものづくり産業への再生プラスチックを供給し、
国際競争力を維持・向上させる。

再生プラスチックの既存のサプライチェーンを束ねて、集約し、大量生産に

耐えうる供給能力、高品質・均一化を実現する品質管理能力を実装

日本初の動静脈連携産業＝循環産業を興し、静脈産業のさらなる発展及び

ものづくり産業のグローバルな競争力の維持・向上を図る 循環経済への移行

✓ 各ルートへの受入基準とグレード別価格を設定して安定化させる。全数検査は現

実的ではないためプロセス認証などを活用。

✓ 原料由来のトレーサビリティ管理を徹底し、懸念物質・臭気・物性の管理に活用。

✓ 異なる原料由来をブレンドし再生プラスチックとして均一化しペレタイズ or 原

料別グレーディングでペレタイズ（関係者・状況で判断）。

✓ 受入後は均一化のため破砕・選別・洗浄を徹底。同一ライン運用が効率的。

✓ 品質・物性検査はロット毎に実施し、生産ラインへ組込み等の工夫で工程短縮。

✓ 最終製品向けコンパウンドが理想だが、多様な需要に柔軟対応が必要。

✓ 資本・技術・人材を備えた企業／複合体が集約拠点を担うことが求められる。

需要家郡 環境配慮
設計

部品会社

自動車会社

家電製造会社

容器包装製造会社

カスケードリサイクル
（パレット、擬木等）

残渣のRPF化等 熱回収

品質向上に向けた施策を試行的に取り組む 将来構想を意識しつつ処理能力の向上を図る
破砕、選別、洗浄／検査プロセス効率化／ブレンドレシピDB

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

質 量 コスト

標準

グローバル
トップ水準

質 量 コスト

標準

グローバル
トップ水準

質 量 コスト

標準

グローバル
トップ水準

収率、歩留り向上／各ルートの充実／エリアの拡大

AI・ロボティクス等の活用で質・量を
最大化しつつ、コストを最適化

再生プラ集約拠点の最適化に向けたプロセスイメージ

容器包装由来
製品プラスチックや衣装ケース等

（粗大ごみ系）も含む

自動車由来

家庭用電化製品由来

産業廃棄物由来

○○県A市

○○県B町

△△県A町

△△県B村

◇◇県A市

⋮

従来のBtoB

容リ制度・プラ新法ルート 容リ制度・プラ新法ルート：消費者の分別排出、自治体の回収が起点と

なるため、都道府県単位での旗振りが重要。まだプラの分別を開始して

いない自治体の巻き込みや製品プラの新規回収による量拡大が期待され

る。

再商品化事業者の役割：1次選別、

洗浄によるベーシックな処理が基

本。フレークの状態での拠点への

販売が、後工程の品質均一化には

望ましい。

資源回収インセンティ

ブ制度ルート：運搬効

率は破砕が有利だが、

素性保持には未破砕が

有用。需要家要請へ柔

軟対応が必要。

販売店B

整備会社B

資源回収インセンティブ制度ルート

ASRからのプラスチック回収ルート

ディーラー等によるバンパー等
回収ルート

従来の熱回収

従来の
BtoB

整備会社B

自動車製造、部品製造の
工程端材等の回収ルート

整備会社A解体業者B

破砕業者A

販売店A解体業者A

◇◇県B市

事業系一般廃棄物ルート：事業系

一廃はこれまであまり手がついて

おらず、熱回収（単純償却含む）

へ大半が回ってきた。プラを使う

業界から積極的な回収体制の構築

を期待。どこで一次選別・洗浄の

工程を取るかが鍵。

特定物品回収ルート：有価買取が
ベース。ただし、すでにルートが
確立されているケースが多い。集
約拠点側の購買力次第。

C社

従来の
BtoB

A社

D社B社 B社

Aグループ

従来の
BtoB

Bグループ

家電リサイクルルート

A市

従来の
BtoB

量販店

小型家電リサイクルルート

B市

再生プラ集約拠点

認定解体業者 認定解体業者

納入／納品

納入／納品

納入／納品

再商品化
事業者

納入／納品 破砕、選別、洗浄：これらの工程について、習熟度を

引き上げる必要がある。我が国の静脈産業動向や再生

プラ原料性状等を考慮した技術体系の構築が求められ

る。

ペレタイズ：コンパウンド（要否
は適宜判断）
〇バージン材
〇添加剤（タルク等）
〇バイオマス（CNF、リグニン、
木粉等複合材を含む）

装置産業・化学産業

ASR処理業者
（回収→選別）

事業系一般廃棄物ルート 特定物品回収ルート

再商品化
事業者

受入れ基準：性状（フレーク/ペ

レット）の受入れ品質基準が必要。

地域差が想定されるので、集約拠

点事に受入れ基準の作成が必要。

プロセス認証の活用が鍵。

臭気、化学物質等を前工程で極小
化するための研究開発を行い、再
商品化事業者等へ技術供与、管理
指導等の実施が期待される。

A社

ペレタイズ洗浄選別破砕

指定引取場所

解体業者A

解体業者B

解体業者C

⋮

動静脈連携枠の活用

販売店B
従来の
BtoB

再生プラスチック製品群

ケミカルリサイクル

プラント

再プラ利用に係る

第３者認証スキーム、

需要喚起策
設計情報F/B、質・量要求値

・
・
・

アウトプット：

需要に応じた品質

グレードの再生プ

ラスチックを安定

的に提供する。

集約拠点において、

添加剤やバージン

材を追加したコン

パウンドを行う場

合や、再生材

100％の汎用プラ

をコンパウンダー

に提供する場合も

想定されるが、

「品質が均一化さ

れた再生プラス

チックの提供」は

共通して達成すべ

き事項。

ペレット
A

ペレット
B

ペレット
C

ペレット
D
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